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ITA 学園の学校生活の様子をお届け致します！（令和６年度 10 月～3 月） 

10/26（土）【 令和 6 年度 RITA 学園高等学校 夢プロジェクト（交流行事 1 日目） 】 

本校一大イベント「夢プロジェクト」が善通寺市の四国学院大学にて開催され、全国の RITA 生が集まりました。 

初めに「応援サポート企業との繋がり～各地で活躍する卒業生～」として、卒業生が就職した仁尾興産株式会社 

代表取締役 塩田 健一様にご講演いただきました。その後、企業に訪問し利他的な活動を探した「Let‘s find 

RITA」、「利他育」の一環で実施している「木鶏会×RITA」の発表、最後に生徒の夢の発表を行いました。 

３年生は、「My Dream」の発表。この感動は、拙い文章や写真では伝わりません！ 

 

 

 

 

 

 

10/27（日）【 秋のスポーツ大会（交流行事 2 日目） 】 

夢プロジェクトに続き全国の RITA 生の交流行事 2 日目。今回は、ドッジボールです！ 

本校、リタ学園館の生徒の混合チームで行い、体育館は熱気と笑いに包まれていました。 

リタ学習館の皆さん、遠くから香川に来て頂き、大変お疲れ様でした。また、会える日を楽しみにしています！ 

 

 

 

 

 

10/31（木）【 ハロウィン町内清掃（今年はひと味違うぜ！！） 】 

今年も恒例のハロウィン清掃を行いました。日頃お世話になっている多度津町に感謝の心を込めての清掃活動

です。 

今年の生徒の仮装は、過去最高のクオリティ！！！なんと手作り衣装のキングダムの王騎将軍。進撃の巨人の

リヴァイ兵長、カビゴンなど、今までとは一味違うハロウィンとなりました。 

今年も多度津町内が笑いに包まれました。もちろんゴミもなくなりスッキリです！ 皆さん、お疲れ様でした！！ 
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11/9（土）【第 4 回 RITA 祭 （多度津の鍋ホルうどん VS 福島のなみえ焼そばの決着は如何に！？）】 

いつもお世話になっているマルシェの方々やひみつきちてつや様、山根様、美味しいバームクーヘンやお塩の販

売を提供して頂いた仁尾興産株式会社様、鍋ホルうどんのレクチャーをして頂いた多度津ライオンズクラブの皆様、

多くの方々のご協力のもと盛大に開催することができました。心より深く御礼申し上げます。 

さて、今回の目玉のひとつである なみえ焼きそば vs 鍋ホルうどんでしたが、鍋ホルうどんが圧勝しました！  

なみえ焼きそばも完売し、急遽材料を購入して通常の焼きそばを追加販売するという盛況ぶりでした。 

ステージでは生徒や卒業生の LIVE や丸亀吹奏楽団の演奏が行われました。発表する姿がステキでした。 

生徒たちのゲームブースや手話ブースも多くの子どもに喜んで頂き、沢山の笑顔を見ることができました！ 

ご来校いただきました皆様、ありがとうございました。来年の RITA 祭も楽しみにしていてください。 

 

 

 

 

 

 

11/23（土）【 DUNLOP 四国新人シングルス Championship テニス大会（かっこよかったです！） 】 

高知県春野総合運動公園にてテニス（シングルス）の大会が行われました。 

足を負傷している中試合を行い、ハラハラドキドキしながら試合を観戦しておりましたが、なんと全勝しました！！ 

しかし足がかなりダメージを負っていたため、翌日の試合は棄権と致しましたが、今できることを精一杯努めまし

た！とてもかっこよかったです！！本当にお疲れ様でした！ 次に備え、体調を万全にして望んでいきましょう！ 

 

 

 

 

12/20（土）【 クリスマス会 ＆ 木鶏会 】 

クリスマス会ではビンゴ大会やプレゼント交換が行われ、大盛り上がりでした！！ 

田坂先生は S 君が持ってきた THE NORTH FACE のカバンをゲットして大喜びです！ 

午後からは今年最後の木鶏会を実施しました。高松キャンパスや自宅から参加する生徒とオンラインで繋いで

行いました。どの班も楽しそうにフリートークで盛り上がっていました！ 令和 7 年からも盛り上げていきましょう！ 
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2/28 日（金）【 ボッチャ大会 】 

恒例のポッチャ大会。障がい学習の特別活動として、今年で 3 年目になります。今年も「デイサービスゆず」の

方々をお招きしました。高松キャンパスの生徒や保護者の方等も参加していただき、笑いの空間になっていました。

昨年と同様、笑顔で溢れながら終えることができました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

3/9（土）【 令和 6 年度 卒業式 ㊗ 】 

  先日の寒波が和らぎ、澄み渡る青空の下、金剛禅総本山少林寺講堂において令和 6 年度卒業式が挙行されま

した。RITA 学園高等学校二期生である 51 名の卒業式です。 

奈良、神戸、そしてオンライン生の自宅と中継で繋いでの実施です。本校は広域通信制でありますが、全国の生

徒が一堂に会して卒業式を迎えることができました。 

多度津町長、教育長をはじめ、本校の応援サポート企業の経営者の方々も来賓として参加してくださいました。 

本学園の理事であり株式会社宮田運輸代表取締役会長の宮田博文様からは、卒業生に対し我が国の希望であり

宝であると熱いエールをいただきました。また、4 月から卒業生が就職する株式会社小林鉄工所代表取締役社長

の小林鉄平様からは後悔しない生き方を卒業生たちに伝えていただきました。 

卒業生の皆さん、人生は必ず幾多困難な場面に遭遇しますが、どうかそんな時は利他の心を持って、苦しい時こ

そ周りを照らしていけるよう頑張ってください。 

ご卒業、心よりおめでとうございます。皆様の今後のご活躍に期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4 

 

11/23(土) 紅葉祭 

文化祭（紅葉祭）が奈良学習館で行われました！ 

各学年の文化祭実行委員が中心となり、焼き鳥を始め、唐揚げやクレープ、ベビーカステラ、キッチンカー、保護者の

豚汁、バザー２階ではダーツや射的など様々な模擬店があり、本学園の関係者だけでなく、ご近所様など多くの方の

ご来場がありました！ 

生徒主体で作り上げた文化祭。準備の段階では様々な意見がありとても大変でしたが、「文化祭を成功させる」とい

う一つの目標に向かい一生懸命準備してきました。お陰様で、大盛況で終わることができました！ 

 

 

 

 

 

 1/10(金)体育集中授業 

近くのラウンドワンのスポッチャに体育集中授業として行ってきました！ 

普段の授業では、中々体を動かす機会あまりないのですが、学年で遊ぶ姿や学年を越えて遊ぶ姿などが見受けられ

ました。 他の学習館の生徒とも交流が出来て楽しそうでした！   生徒だけでなく教員も共に楽しめました！ 

 

 

 

 

2/14～2/28  職場体験 

職場体験に 1年生と 2年生が行ってきました！ 

今年はなんと １１社の企業様が受け入れてくださりました。 

実際に社会に触れる貴重な体験が高校生でできるのは大変いい機会だと思います。 

体験に行く前は緊張している生徒もいましたが、体験後に生徒から話を聞くと「勉強になった」「また機会があれば行

きたい」などの声がありました。このような体験を通じて学習館では学べないことを経験したと思います。 

地域の企業様、応援企業様、お忙しい中受け入れて下さり本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

【受け入れてくださった企業様一覧】 

  ていくあい有限会社様・奈良こども館様・株式会社 epo様・HIRAKUホールディングス株式会社様・ 

office masui様・株式会社フェイス様・べっぴん奈良漬け様・花神総本店様・I.S.コンサルティング様・奈良東病院

ふれあいの里様・社会福祉法人ぷろぼの様 

リタ学園 奈良学習館 
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3/10（月）リタ学園卒業式 

前日に本校の卒業式を行い、10日にリタ学園奈良学習館の卒業式を行ました。 

会場は終始深い感動に包まれていました。  送辞は生徒会長の 2年生から。答辞は元生徒会副会長の 3年生から

でした。答辞では今までお世話になった教員全員へ一言ずつ話してくれ、教員一同感動し、涙していました。退場の

際には、生徒から保護者へ感謝の気持ちを伝えて一凛の花束を渡しました。生まれてから今までの感謝を涙ながら

伝えていた生徒もいました。ご来賓頂いた皆様方、本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

10/2（水） 企業見学「グループホーム愛 鈴蘭台」 

  キャリア学習の一環として、高齢者介護施設「グループホーム愛 鈴蘭台」様を見学させていただきました。利用者

様へのレクリエーションの企画・運営をさせていただき、また介護という仕事の大変さ、やりがいについてのお話も伺う

ことができました。 

 

 

 

10/31（木） ハロウィン清掃 

ハロウィンにちなみ、教職員と生徒が仮装して神戸市の町のボランティア清掃に繰り出しました。町の人たちからは

驚かれたかもしれませんが、中には「ご苦労様！」とお声がけいただく機会もあり、大変良い経験ができました。清掃

終了後は、教室内で仮装したままお菓子パーティーを行いました。 

 

 

 

11/12（火）須磨シーワールド訪問 

生徒からの希望もあり、校外学習として須磨シーワールドを訪問しました。川から海まで水が流れる過程を見るこ

とができたり、大迫力のシャチのパフォーマンスがあったりと、学びと思い出作りが両立されたよい一日になりました。 

 

 

 

リタ学園 神戸学習館 
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12/１３（金） 遠足「布引の滝」 

生徒教職員で、滝を見に遠足へ行ってきました！道中はほぼ登山であり、日頃運動をしていない生徒と教職員にと

っては中々ハードな催しとなりましたが、頂上からの景色は格別でした。帰りはロープウェーで下山。初めて乗った生

徒もおり、「怖いー！」とはしゃぎながら帰路につきました。 

 

 

 

10 月 夢プロジェクトへ参加（於：四国学院大学 善通寺市） 

夢プロジェクトは、RITA 学園高等学校の恒例イベントで、生徒が自分の夢や利他の心を発表する機会です。一

般公開されており、入場無料です。 

高松キャンパスの生徒は、エレクトロニクス技術を核として、メカトロ、光学、バイオ、通信技術など多彩な技術を

結集し、製品開発を行なっている（株）レクザム様を訪問させて 

いただき、会社内の「利他」を」たくさん見つけさせていただきました。 

下の写真はその時の発表の様子とレクザムの皆さんとの記念写真です。 

お忙しい中駆けつけてくださいましたレクザムの皆様、本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

11 月 RITA 祭へ参加（於：RITA 学園本校） 

RITA 祭は秋の恒例イベントで、マルシェやライブ、生徒によるブースや作品

展示などが行われます。高松キャンパスの生徒は『RITA ZOO』の店名で飲料

販売を行いました。 

当日お越しいただいた皆様にお買い上げいただき、完売となりました。 

売上金は、多度津町社会福祉協議会、福島県浪江町、石川県の被災地の方

に全額寄付させていただきました。皆様のおかげで、「利他」を実践できました。ありがとうございました。 

 

12 月 特別活動 散策（栗林公園 高松市） 

高松キャンパス独自のイベントとして、高松市の特別名勝、栗林公園を散策しました。 

当日は天候にも恵まれ、素晴らしい風景を堪能しました。 
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ᶊ ᵶᵾRITA Ⱨ ᴳ ᴲRITA Ⱨ ᵫ

ᶍ ᶍּס ᶱ ᵷᴲ░ᶏᵾᵣᶅᵣᵬᶝᵶᵾ G

ᵴᶫᵾ ᶱ ᵶᶝᵸ  G

 

 

ᵩ ᵴᶲᶇᵩ ᵴᶲᶍ᷊ḥᴻḐᶍᵩᵪᵱᶆ ᶊ ᵥ ᵫ ᶅ ᵸᶪᵲᶇᵫ

ᶅ ᵪᶂᵾᶆᵸ  G

ᵩ ᶊᶉᶂᵾ ᶍ ᶊᶡ ᶍ ᶨᵺᵫ ᶂᶅᵣᶪᶇᵣᵥᵲᶇᶆᴲ ᵶᶆ

ᶡ ᶱ ᵧᶨᶫᵾᶍᵪᶉᶇ ᵣ ᵶᵣᶆᵸ G

RITA Ⱨᶊ ᵶᶅ ᶂᵾ ᶍ ᵫ ᶍ ᵧ ᶇ╗ ᵶᵾᵲᶇᶊᶧᶂᶅ ·ᶉ

ᶊ ᵴᵺᶅנּ ᵬᴲ ᶱ ᵾᵲᶇᶊ ᵶᶝᵸ3G ᵡᶩᵫᶇᵥᵳᵵᵣ

ᶝᵶᵾ  G                                 ᶿḻḱᶹḻḁḇᶹḳ  

 

ᵲᶍᵾᶒ ᶊᶅ ᵶᶅᵣᵾᵿᵬᴲ ᶇ ᶍ ᶱᵫᶲᶏᶂᶅ ᶊ ᵪᶂ

ᵾᶉᶇ ᵥᶇᶇᶡᶊ ᶉᵫᶨ ᵶ ᵹᵪᵶᵣᶧᵥᶉ ᵣᶆᵸᴳ ᶆᶎ ᶱᵶᶉᵫ

ᶨ ᵶᶅᵣᶝᵶᵾᵫᴲ ᶍ ᶣᵪᶉ᷊ḥᴻḐᶣ ᵾᶀᶇᶍ ᶉᶈᵾᵮᵴᶲᶍ

ᵲᶇᶊ ᶄᵰᶨᶫᶅᵲᵲᶝᶆᵮᶪᵲᶇᵫᶆᵬᵾᶇ ᵷᶅᵣᶝᵸᴳᵲᶍ ᶎ1 ᶍ

ᶆᶎᶉᵮ ᶩᶍ ·ᶍ᷊ḥᴻḐᵫᵡᶂᶅᵲᵼᶍᶡᶍᵿᶇ ᵷᴲ ᶍ ᶀᶆᵣᶂᶐᵣᶆ

ᵸ  G

ᶎᶞᶲᶉᶧᶩ3 ᶫᶆᶍ ᶇᶉᶩᶝᵶᵾᵫᴲ ᶍ ᶊᶡᵾᵮᵴᶲ ᵶᵪᵰᶅᵮᶫᶅ ᶱ

ᶪᵲᶇᶡᶆᵬᶅᴲ ᵷ ᶊ ᵥ ᵾᶀᶇᶍ ᶍ ᵣ ᵫᶆᵬᶝᵶᵾᴳᵼᶍ ᶆᶡ ᶊ ᶊשׂ ᶂᶅ

ᵣᶪᶍᵫḁḥᴻḌ ᶆᵸᴳ ᶎ ᵿᶂᵾᶍᶆᵲᶍᶧᵥᶉ ᶊ ╗ᵶᵾᵲᶇᵫᶚᶇᶲᶈᶉᵮᴲנּ שׂ

ᶊ ᶪᵯᶨᵣᶍ ᵶᵴᵫᵡᶩᶝᵶᵾRGITA Ⱨᶆᶍ ᶣ ᶲᵿᵲᶇᶱᵲᶫᵪᶨᶍ ᶊ ᵪᵶᶅᵣᵲᵥᶇ

ᵣᶝᵸ  G ᶊ 3 ᵩ ᶊᶉᶩᶝᵶᵾ  G                   ᶿḻḱᶹḻḁḇᶹḳ  ּפ 

 

 

ᶱᵣᵾᵿᵬᴲ ᵬᶇ ᶍ ᶀᶆᵣᶂᶐᵣᶆᵸᴳ ᶎ≥ ᶱ

ᵡᶝᶩ ᶘᶅᵣᶉᵪᶂᵾᶍᶆᴲ ᵴᶫᶪᶇᶎ ᶂᶅᵣᶝᵺᶲᶆᵶᵾᴳ ᶊᴲ

ᶍ ᶱ ᶩᵾᵣᶇ ᵣᶝᵸᴳ ᵬᶉᵲᶇᶊ ᵸᶫᶏᴲ ᶇ ᶊ ᵫᶩᶝᵸᴳ

ᵴᶲᶡᴲᵻᶑ ᵬᶉᵲᶇᶱ ᶃᵰᶅ ᵶᶅᶞᶅᵮᵿᵴᵣᴳ  ḁḇᶹḳ    

 

 

 RITAἶᶸ ἶ Ӱ  

 

ἶ ˲ѫ̀ἶᶸ ˗  

 

Ћᶮ ἶ ͬѰ ̝̝  

 

Ћᶮ ἶ ὑ Ѱ ͬѰ ̝ ◘ ♪̝ ҲҚҥ  
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ᶎ ↨ᶉ ᶡ ᵮᵡᶩᶝᵶᵾᵫᴲ ᶣּק ᶍ᷊ḥᴻḐᶍᵩᵪᵱᶆ ᶱ

ᵧᶪᵲᶇᵫᶆᵬᴲᵲᶍᶧᵥᶉ ᶝᶆ ᵮ ᵫᶆᵬᶝᵶᵾᴳᵳ ᵣᵾᵿᵣᵾ ᶊᶎ

ᵪᶨ ᵶᶅᵩᶩᶝᵸ  G

ᶡ Ⱨᶆᶍ ᶱ ᵪᵶᴲ ᶉᶩᶊ ᵶᶅᵣᵬᵾᵣᶇ ᵣᶝᵸᴳ 

ᶿḻḱᶹḻḁḇᶹḳ   

 

 

 

ᶡᶇᶡᶇ ᶍ ᶊ ᶂᶅᵣᶝᵶᵾᵫᴲ ᶆ ᶠᶅᶥᵮ ᵶᵴᶊ ᶲᶆᵣ

ᶝᵶᵾᴳᵼᶲᶉ RƎITA Ⱨᶊ ᶂᶅᵣᵾ ᵪᶨᴲ ᶍ ᵫ ᶩ ᶂᶅᵮᶫᶪᵪᶨ↨

ᵿᶇᵣᵥᵲᶇᶱ ᵬᴲ ᶇ ᶌᶪᶇ ᶍ ᶩ ∫ ᶍ ᵣᶇᵲᶬᵫ ᶊ ᶩᶝᵶᵾᴳ

ᵼᵶᶅ ᶱ ᶠᵾᶍᶆᵸᴳḁ᷄ᴻḲḻ᷅ᶣ ·ᶉ ᶣᶹḡḻḐᶎ ᵶᵮ ᶆᵬ

ᶝᵶᵾƎ ᵫᶉᵣ ᶎᶷḳḘᶹḐᶊ ᶞᴲ ᶱ ᶂᶅḴḥᴻḐᶱ ᵸᶪ ᶡ

ᶊᶃᵬᶝᵶᵾ RGITA Ⱨᶎ ᶍ᷊ḥᴻḐᵫ ᵮᴲ ᶇ ᶍ ᶍ ᵣ ᵰᵫᶆ

ᵬᶪᶍᶆᴲᵣᶬᵣᶬᶉᵲᶇᶊḉḫḴḻḀᶆᵬᵶɕᵾG       ᶿḻḱᶹḻḁḇᶹḳ                           

 

 

ᶎ 3 9 ᶊᴲᵲᶍRᴂITA Ⱨ ᵇᶱ ᵶᶝᵶᵾᴳ 

ᵲᶍ3 ᶎ ᵣᶧᵥᶆᶇᶅᶡ ᵣᶡᶍᶆᵶᵾ  G

ᶍᶧᵥᶊ ᶂᶅᵣᵾ᷄ḱḁḩᶹḐᶊ ᶮᶉᵮᶉᶂᵾ ᴲ ᶠᶅᵆ ᵶᵾᶲᵿᶉᵇᶇ

ᵶᶝᵶᵾ  G

ᵬᶉ ᶍ ᶇ ᶫᶪᶍᶎᶇᶅᶡ ᵶᵣᶆᵸᵫᴲ ᶣ ᶇ ᶊ ᶲᵿᵲᶇ

ᶱ ᶩᶊ ᵣᴲ ᵶᵾ ᶡ ᶆ ᵶᶝᵸᴳ 

ᶝᵾᴲ ╔ ᶱ ᵶᵾ ᶊᶎRƎITA Ⱨ ᶆ ᶲᶆᵬᵾ 3 ᶍ ᴲᵆ

ᵇᵫ ᶠᶨᶫᵾᶇ ᶆᵬᴲᶇᶅᶡ ᵶᵮ ᵣᶝᵶᵾᴳ 

ᶎᵲᶍ ᶉ ᶱ ᶫᶅᶡ ᶱ ᵰᴲ ᶱᵴᶨᶊ ᵬᴲ ᵴᵺᶅᵣᵬᶝᵸᴳ ᶊ3

ᵩ ᶊᶉᶩᶝᵶᵾᴳᵡᶩᵫᶇᵥᵳᵵᵣᶝᵶᵾᴳ                 ḁḇᶹḳ ꜛ   

 

 

 

 

 

Ћᶮ ἶ ὑ Ѱ ͬѰ ̝ ◘ ʹἶϮ  

 

 

′ ἶ ὑ Ѱ ͬѰ ̝ ◘ 

 

ἶ ̱ Ϯ ◘ 
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ḙḙḡḳ 

   

 

ᶊᶎ ᶲᶉᵲᶇᵫᵡᶩᶝᵸᴳᵲᶫᶆḈḩᵿᶇᵪᴲ ᶮᶩᵿᶇᵪ ᵰᵹᶊ ᶠᵹᴲ

╗ ╗ ᶗ ᶲᶆᵮᵿᵴᵣᴳ ᵹ ᵰᶎ ᶫᴲ ᵮ ᵫ ᶩᶝᵸᴳRITA Ⱨ

ᶆ ᶨᵶᵣ ᵣᶇ ᶱᶃᵪᶲᶆᵮᵿᵴᵣ G

R6  ᶿḻḱᶹḻḁḇᶹḳ    

3 ᶍᶇᵬᶊRITA Ⱨ ᶗ ᵶᶝᵶᵾᴳ ᶎ ↨ᶆᵶᵾᵫᴲ

ᵫ ᶊ ᵧᶅᵮᵿᵴᶩᴲḴḥᴻḐᶣ ᶡ ᶪᵲᶇᵫᶆᵬᴲ ᶊ ᶆᵬᶝᵶᵾᴳ ᶱ ᵶᶅᵣᵾᶍ

ᶆ ᵸᶪᶇᴲꞌⱱ ᶱ ᵶᶅᶡᶨᵣᴲ ᶊ ᶱ ᶠᶝᵶᵾᴳ ᵬ ᶠᶅᵪᶨᶎ ᶡ ᵶᵮᴲ

ᵫ ᵶᵣᶆᵸᴳ ᶱ᷊ḥᴻḐᵶᶅᵮᵿᵴᶂᵾ ᶊᶇᶅᶡ ᵶᶅᵣᶝᵸᴳ 

   

   

  

 

ᶍ ᶎ ᶉᶍᶆᴲ ᶍᶉᵪᶆᶎ ᶎᵡᶝᶩᶉᵷᶞᵫᶉᵣ

ᵿᶇ ᵣᶝᵸᴳ ᶆᶎᴲ ᶱ ᵴᶫᵾ ᶉᶨ ᶆᶡ ᵰᶪ ᶱ

ᵧᴲ ᶊ ᵶᶅᵮᶫᶪ ᵣᶝᵸᴳ ᶎ ᵬᶉᵫᶨ ·ᶉ ᶱ

ᵶᶝᵸᴳ ᴲ ᶎ ·ᶉᵲᶇᶊ ᵶᶅᵣᶝᵸᴳ ᶊᶎᴲᵼᶫᵽᶫ ᵫ

ᵡᶩᴲᵼᶍ ᶱ ᵪᵺᶪ ᵫ ᵹᵮᶪᶇ ᶎ ᵷᶅᵣᶝᵸᴳ ᶠᵹᶊ ᵶ

ᶅᵣᶫᶏᴲ ᵹ ᵪᵫᵼᶍ ᶱ ᶅᵮᶫᶅᵣᶝᵸᴳ 

·ᶎᵼᵥᵣᵥ ᶱꞌⱱᵶᶅᵣᶝᵸ G

R6  ḁḇᶹḳ   

ᶎ ᶍ ᶊᶿḻḱᶹḻḁḇᶹḳᵪᶨ ᶍ ᶠᶆ ḁḇᶹḳᶊ ᶮᶩᶝᵶᵾᴳ ᶀᶦᶂᶇ ↨ᵫᵡ

ᶂᵾᶍᶆᵸᵫᴲ ᶍᶷḑḘᶹḁᶣ ᶱ ᵰᶪᵲᶇᵫᶆᵬᵾᶍᶆḴḥᴻḐᶣ ᶎᶇᶅᶡḁḨᴻḂ

ᶊᶆᵬᶝᵶᵾᴳᶝᵾ ᶍ ᶎᴲᶇᶅᶡᵶᶂᵪᶩᶇ ᶱ ᵣᶅᵮᶫᶝᵶᵾᴳ ᶎ ·ᶉᶷḳḘᶹḐᶱ

ᵶᶅᵣᵾᶍᶆᵸᵫᴲ ᶊ ᶮᶫᶅ ᶊ ᵬᴲᵼᵲᶍ ᵴᶲᶇ ᵩ ᶱᵸᶪ ᵫᵡᶩᶝᵶᵾᴳᵼᵲ

ᶆ ᶠᶅ ᶊ ᵸᶪᶹḩᴻḀᵫᶆᵬᶝᵶᵾᴳᵲᶍ ᵴᶲᶍᶡᶇᶆᶉᶨ ᵰᶪᶇᵣᵥ ᵫ ᵣᶅᵬᶝᵶᵾᴳ

ᶎ ᶱ ᵧ ᶱᶃᵰᶪᵲᶇᶊ ᶱ ᶫᶅᵣᶝᵸᴳᵲᶫᵪᶨᶡ ᶱ ᶂᶅ ᶱ ᵰᶅᵣᵬᶝᵸᴳ 

 

 

 ꜘ ̔ Ӱ  
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᷀ᴻ   

   

 

ᴴ ᴴ ᶱḐᴻḇḳᶇᵶᶅᴲᵩ ᶍ᷀ᴻḱᶹḝᶱ ᶨᵶᵣᶡᶍᶊᵶᶅᵣᵾᵿᵮᵾᶠᶍ᷊ḥᴻḐᶱ╗

ᶊᶆᵬᶪ ᶱ ᵶᶝᵸᴳ ╢ ᶡ ᵮᴲ ᶍ ᶱ ᵷᶪᵲᶇᶉᵮ ᶞ ᶣ ᶊ᷈ḧḭḓ᷆ᴻ᷿

ḯḻᶱ ᶩᵡᶂᶅᵣᶝᵸᴳᶮᵪᶨᶉᵣᵲᶇᵫᵡᶂᶅᶡ ᶊ ᶆᵬᶪᶧᵥᶉ ᶆᵡᶩᴲ ᶪᵮ ᶍᵡᶔᶫ

ᵾ ᶄᵮᶩᶱᵲᵲᶬᵫᵰᶅᵣᶝᵸᴳᵲᶫᵪᶨᶡ╗ ᶊ ᵶᶅᵣᵰᶪ ᶊᵶᶅ ᵬᵾᵣᶇ ᵣᶝᵸᴳ 

R6  ᶿḻḱᶹḻḁḇᶹḳ קּ   

ᶆ ᶊ ᵮᶍᵫ ᵮᶉᶩᴲ ᶊᶉᶂᶅᵸᵯ ᶱ ᵶᴲ

ᶍ ᶠᶆ ᶃᵰᵾᶍᵫ RITA Ⱨ ᶆᵶᵾᴳᶝᵴᵪ ᵫ

ᶊ ᵮᵲᶇᶎ ᶂᶅᶡᵣᶉᵪᶂᵾᶍᶆᴲ ↨ᶊ ᵥᵲᶇᵫᵾᵮᵴᶲᵡᶩᶝ

ᵶᵾᴳᶆᶡᴲ ᵫᶇᶅᶡ ᵶᵮᴲ ᶊᵸᶪᶧᵥᶉ ᶍ ᵪᶨᵣᶬ

ᵣᶬ ᶱ ᶊᶉᶂᶅ ᵧᶱ ᵶᶅᵮᶫᶪ ᶏᵪᶩᶆ ᵶᵪᶂᵾᶆᵸᴳ ᶆ ᶂᶅᵣᶪᶇᴲ ᵪᶨᵆᵲ

ᵥᵣᵥ ᵫᵡᶪᵪᶨ ᶊ ᶂᶅð ᶉᵣᵪᵇᶇ ∏ᶱᵣᵾᵿᵬᴲᵸᵯᶊ᷀ᴻ ᶊ ᶊ ᵬᶝᵶᵾᴳ ᶊ

ᶍ ᶆ ᵣᶅᵣᶪ ᶍ ᶣ ᶍ ᵾᶀᶱ ᶅᴲᵆ ᶡ ᶊ ᶮᶪ ᵫᵶᵾᵣᵇᶇ ᶱ ᶀᶝᵶᵾᴳ ᶆ

ᶎᴲ᷀ᴻ ᶍ ╢ᶇᵶᶅ ᶩ ᶩᶆᶎᵡᶩᶝᵸᵫ ᶂᶅᵣᶝᵸᴳ ᶂᵾ ᵫᵡᶂᶅᶡ ᵶᵣ ᶍ

ᵩᵪᵱᶆ ᵶᵮ ᵫᶆᵬᶅᵣᶝᵸ  G

 

 

 ꜞ ╗ 

 

ᶍ ᶆᶎ ᶱ ᶊᵶᶅᵣᶝᵸᴳ ᶊᶎ ᵫᵡᶩᶝᵸᵫ ᶉᵲᶇ ᶉᵣᵲᶇᶱ ᵸ

ᶪᶧᶩᴲ ᶍ ≥ᶇᵸᶪᵲᶇᶱ ᵶᵼᶫᶱ ᶏᵸᵲᶇᶊ ᵰᶅᵣᶝᵸᴳᵼᵶᶅᵆ ᶊ≥ ᶱ ᶘ ᵧᶪ

ᶱ ╢ᶆ ᵶᶝᵸᵇᶱḪḋḐᴻᶇᵶᴲᵾᶇᵧ ╢ᶆᶡᴲᶝᵾ ᶱ ╢ᶆ ᵶᶝᵸᵇᶱḪḋḐᴻᶇᵶᴲ

ᵾᶇᵧ ╢ᶆᶡᴲᶝᵾᵼᶫᵫּיᶊ ┴ᶂᶅᵣᵾᶇᵶᶅᶡᴲᵼᶫᶱ ᵸᶪᵲᶇᶉᵮ≥ ᶱ ᵸᶪᵲᶇᵫ

ᶆᵡᶪᶇᵣᵥ ᶱ ᵬᵾᵣᶇ ᵧᶅᵣᶝᵸᴳ ᶱ ᵷᶅ ᶱ ᶩ ᶇᵶᶅᴲ ᶇᵶᶅ

ᵸᶪᵲᶇᶱ ᶂᶅᵣᶝᵸ  G

R6  ᶿḻḱᶹḻḁḇᶹḳ    

ꞌⱱ᷊ḥ»Ḑ ᶆᵡᶪᵆ ᵇᶊ ᵶᶝᵶᵾᴳ ᶎ ᶱ

ᶇᵸᶪ ᵫ ᵮ ᵶ ᶆᵸᵫᴲ ᶡ ᵣᶍᶆ ᶆᵸᴳ ᶎ

ᶍ ᶆ ᵶᶉᵫᶨ ᶂᶅᵣᶝᵸ  G   
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 RITA FUKUSHIMA 

ᶍ ᶎᴲ ᶱ ᶫᴲ ᶍ ᶱשׂ ᶕᶇ

ᶇᶡᶊᴲ ᶍ ᶣ ᶱ ᵸᶪ ᶉ ᶇᶉᶩᶝᵶ

ᵾ  G

 ᶎᴲ ᵪᶨ ᶗ ᶒᴲḘḁᶆ ᶗ ᵪᵣᶝᵶ

ᵾᴳ ᶍ ᶎᴲ ᶆᵸᴳᵲᶍ

ᶎ 2Ǝ011 ᶍ ᶊᶧᶪ ᶍ ᶱ ᵰᵾᶡᶍ

ᶍᴲ ᶉ ᶊᶧᶩᴲ ᶣ ╢ᵫ ᶊ ᵶᵾᵲ

ᶇᶆ ᶨᶫᶅᵣᶝᵸᴳ ᶎ ᶍᶝᶝ ᵴᶫᶅᵩᶩᴲ

ᶍ ᵫ ·ᵶᵮ ᶂᶅᵣᶝᵶᵾᴳ ᶍ ᶱ ᵾᶀ

ᵫ ᶍ ᶆ ᶅᴲ ᶍ ᶱשׂ ᶗ ᵧᶅᵣᵮᵲ

ᶇᶍ ᵴᶱ ᵧᶪ ᶇᶉᶩᶝᵶᵾ G

 ᶊᴲ ᶍꞌⱱ᷊ḥᴻḐ ᶆᵡᶪ ◖  

֩ ם ֪ᶱ ᵶᶝᵶᵾᴳᵲᵲᶆᶎᴲ ᶧ

ᶩᴲ ᶍ └ᶣᴲ ᶍ ᶞᴲ ᶍ

ⱱᶊᵩᵰᶪ◖ ᶍ ᶊᶃᵣᶅᵩ ᶱ ᵣᶝᵶᵾ  G

ᶊᶧᶩ ᶍ ᶎ ᵶᴲ ᶊᶧᶪ ᶍ

ℓּטᵪᶨ ᶎ ·ᶇ ᶱ ᶠᶝᵶᵾᵼᵥᶆᵸᴳᵶᵪ

ᵶᴲᵼᵲᶊᶎ ᶡ ᶱ ᵰᶪ ᶍ ·ᶍ ᵫᵡᶩᴲ

ᶱ ᵶᶅᶆᶡᴲ ᵪᵫ ᵧ ᵰᶪ ᵫᵡᶩᶝᵶᵾᴳ 

ᵪᶨ ᶱ ᵰᵾ ᴲ ᵿᶂᵾ ᶇ

֩ ֪ᶎ ᶊᵆᶣᶩᶝᵸᵇᶇ ᴳ ᶡ ᵷ ᵣ

ᶱ ᵬᶃᶃᴲᵆ ᶍḃᶿḲᴻᶇᵶᶅᵡᶩ ᶉᵣ ᶆᵸᵫᴲ

ᶊᶣᶪᶍᶆᵸᵪ§ᵇᶇ ᵣᵪᵰᶝᵶᵾᴳᵸᶪᶇᴲ ᶎᵆ

ᶇ ᵫ ᵫᶫᶏᴲ ᵹ ᵣ ᶊᶉᶪᵇᶇוֹ ᵮ ᵧᵾᶇᵣᵣ

ᶝᵸ  G

 

 

 

 

初の飛行機でドキドキ･･･ 

東京から福島へ！ 

現実とは思えない･･･ 

復興への熱い想いを感じるな 
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ᵆ ᶇ ᶇᶍ ᶍᶃᶉᵫᶩᵫ ᶊ ᶒ ᵮᵇ 

ᶍ ᶱשׂ ᵾᶉᵣ ᵾᶀᶎᴲᵲᶍ ᶊ ᶊ ᶱ ᵰ

ᶅᵣᶝᵶᵾ  G

 

 ᵼᶍ ᴲ ᶆᵡᶪ Ḵᶹ᷄ḲḆᴻḐ ᶍ ᶗ┌ ᵶᶝ

ᵶᵾᴳ ᶍ ᶫᶱּד ᶇ ᶆ ᵶᴲ ᶍᶷ᷄ḎᶸḛḎᶸᶊ

ᵧᶝᵶᵾ  G

 ᶎᴲ ḲḆᴻḐḕ᷈ḦḦᶻḻḎḻᶆḁ᷂ᴻ ᶱ ᵣᶝ

ᵶᵾᴳ ᶠᶅḁ᷂ᴻᶱᵸᶪ ᶡ ᵮᴲᶹḻḁḐḱ᷄ḇᴻᶍ ᶍ

ᶡᶇᴲ ᶍ ᶱ ᶪ ᵶᵴᶱ ᶮᵣᶝᵶᵾᴳ ᶍ ᵴᶡᵡᶩᴲ

ᶆᶡ↨ ᵶᶅ ᵶᶠᶪ ᶆᵶᵾ G

 ḁ᷂ᴻ ∙ ᶍ ᶎ ᶊ┌ ᵶᴲḷ᷊᷀᷃ ᶩᶊ ᵶᶝᵶ

ᵾᴳ ᵴᶍ ᶆᵷᶂᶇ ᶱ ᶫᶪ ᶎᴲ ᶆᶎ ᶮᵧᶉᵣ

ᵪᶉᶑᶇᶇᵬᶆᵶᵾᴳ ᶫᵾḷ᷊᷀᷃ᶎᵼᶍ ᶆ ᶖᶨᶊᵶᶅ

ᶮᵣᴲ ᶉ ᵶᵴᶱ ᵶᶝᵶᵾᴳ 

 

  ᶍ ᶆᶎᴲ ᶍ ᶱשׂ ᶕᶇᶇᶡᶊᴲ ᶍ

ᶣ ᶊ ᶫᶪᵲᶇᵫᶆᵬᶝᵶᵾᴳᶝᵾᴲ ᶊ ᶱ ᶫᶪ

ᵲᶇᶆᴲḓḭᴻḁᶣ ᶆᶎ ᶨᶫᶉᵣḲᶷḳᶉ ᶱ ᶠᶪᵲ

ᶇᶊᶡ ᵫᶩᶝᵶᵾᴳ ᶍ ᶱ ᶊ ᶞᶃᶃᴲ ᶍ ᶊ

ᶡ ᵪᵶᶅᵣᵬᵾᵣᶇ ᵣᶝᵸ  G

 

ᶍ ᶊᵳ ᵣᵾᵿᵣᵾ ∞ᶊᴲᵲᶍ ᶱ

ᵩ ᶩᵶᶅ ᵮ ᵶ ᵱᶝᵸ G

 

よろしくお願いします！ 

難しいけど楽しい～！ 

ありがとうございました！ 
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 ᷂Ḣ  

今
回
は
、
う
ど
ん
学
会
会
長
の
武
林

正
樹
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
で

す
。 

テ
ー
マ
は…

…
 

「
鍋
ホ
ル
う
ど
ん
の
新
天
地
」 

 

多
度
津
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
で
あ
る
鍋
ホ

ル
う
ど
ん
は
、
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
、
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
引
き
継
が
れ
た
の

で
す
か
？ 

 

武
林 

あ
る
精
肉
店
の
店
が
、
国
鉄
の

四
国
工
場
、
今
の
Ｊ
Ｒ
四
国
の
工
場
の

近
く
に
あ
り
、
そ
こ
の
親
父
さ
ん
が
、

焼
肉
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
美
味
し
い

け
ど
当
時
は
高
く
て
滅
多
に
食
べ
ら
れ

な
い
。
そ
れ
で
、
焼
肉
で
肉
を
作
る
時

に
出
る
ホ
ル
モ
ン
を
、
煮
込
み
や
ホ
ル

モ
ン
鍋
に
し
て
、
締
め
に
う
ど
ん
を
入

れ
た
の
が
非
常
に
好
評
で
し
た
。 

そ
し
て
、
２
０
年
前
ほ
ど
前
、
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
停
滞
期
で
、
な
ん
と

か
活
性
化
し
た
く
、
と
に
か
く
難
し
い

こ
と
は
考
え
な
い
で
、
町
お
こ
し
＝
ラ

イ
オ
ン
ズ
と
考
え
て
、
そ
こ
に
鍋
ホ
ル

う
ど
ん
で
町
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
い

う
の
が
最
初
の
き
っ
か
け
で
す
。 

 

こ
の
度
は
、
本
学
園
が
多
度
津
の
文
化
を

引
き
継
い
だ
の
で
す
が
、
ど
う
し
て
本
校

の
方
へ
文
化
継
承
し
て
い
た
だ
い
た
の

か
、
そ
の
時
の
思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。 

 

武
林 

ラ
イ
オ
ン
ズ
の
メ
ン
バ
ー
で
引

き
継
ぐ
の
も
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
年

齢
的
な
限
界
も
あ
り
ま
し
た
。
当
初

我
々
が
狙
っ
て
い
た
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
活

性
化
が
、
一
段
落
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

や
り
手
の
方
を
探
し
て
い
ま
し
た
。 

そ
こ
に
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
学
園
さ
ん
が
突
如
と

し
て
現
れ
、
前
校
長
先
生
と
い
ろ
い
ろ

話
し
て
い
る
う
ち
に
、
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
学
園

で
鍋
ホ
ル
う
ど
ん
が
で
き
な
い
か
な

と
。
高
校
生
だ
か
ら
若
く
て
、
毎
年
変

わ
っ
て
い
く
。
同
じ
人
が
ず
っ
と
受
け

持
つ
と
、
マ
ン
ネ
リ
化
も
し
ま
す
し
、

考
え
方
で
も
傲
慢
に
も
な
り
ま
す
。
新

し
い
人
が
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
く
る
よ
う

な
仕
組
み
が
多
度
津
に
あ
る
と
い
う
の

が
一
番
良
い
な
と
思
い
、
そ
れ
で
お
願

い
し
ま
し
た
。 

 
今
の
味
を
守
る
の
か
、
そ
れ
と
も
新
た
に

発
展
さ
せ
て
い
く
方
が
よ
ろ
し
い
の
か
、

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

 

武
林 

食
べ
物
も
進
化
さ
せ
な
い
と
、

そ
の
時
代
に
合
っ
た
味
は
出
て
こ
な

い
。
当
初
は
鍋
の
締
め
の
う
ど
ん
で
、

そ
れ
を
鍋
ホ
ル
う
ど
ん
に
し
た
の
も
進

化
で
す
。
で
す
か
ら
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
学
園
さ

ん
に
引
き
継
い
で
も
ら
っ
た
上
は
、
お

客
さ
ん
に
「
お
い
し
い
な
」
と
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
味
で
あ
る
な
ら
ば
、

進
化
さ
せ
て
い
く
の
は
結
構
だ
と
思
い

ま
す
。 

 

た
だ
お
願
い
し
た
い
の
は
、
う
ど
ん
と

和
牛
ホ
ル
モ
ン
。
こ
れ
は
守
っ
て
ほ
し

い
。 

引
き
継
ぎ
で
、
主
に
高
校
生
に
、
何
か
期

待
す
る
こ
と
あ
り
ま
す
か
？ 

 

武
林 

ア
イ
デ
ア
を
た
く
さ
ん
出
し

て
、
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
学
園
を
活
性
化
さ
せ
て

ほ
し
い
で
す
。
そ
れ
が
世
の
中
に
受
け

入
れ
ら
れ
る
か
は
出
し
て
み
る
ま
で
は

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
最
終
的
に
お
客
さ

ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
れ
ば
続
く
と
思
い

ま
す
。
そ
の
過
程
が
教
育
に
繋
が
れ
ば
、

鍋
ホ
ル
う
ど
ん
も
引
き
継
い
だ
値
打
ち

が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い

ま
す
。 
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で
き
れ
ば
、
こ
の
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
学
園
の
教

え
と
い
う
の
が
間
違
い
な
い
こ
と
が
ま

ず
社
会
的
に
証
明
さ
れ
て
、
信
頼
を
受

け
て
い
く
と
思
い
ま
す
。 

 

今
後
の
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
学
園
の
方
向
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。 

理
事
長 

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
我
々

が
大
切
に
し
て
い
る
利
他
的
な
考
え
方

が
す
ご
く
大
事
に
な
っ
て
く
る
。
だ
か

ら
こ
そ
、
ま
ず
こ
の
考
え
方
、
心
を
大

切
に
育
ん
で
い
け
る
よ
う
な
学
園
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

参
与 

「
関
係
性
」
と
「
プ
ロ
セ
ス
」

を
大
事
に
し
て
い
く
。
山
下
校
長
の
元

で
私
も
微
力
で
す
け
ど
、
全
員
が
ク
ル

ー
と
な
っ
て
、
ど
ん
ど
ん
新
し
い
海
に

挑
戦
し
て
い
き
た
い
。 

校
長 

利
他
の
教
え
を
、
利
他
の
心
を

持
っ
て
育
て
、
生
徒
の
持
っ
て
い
る
心

を
磨
い
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
大
き
く

社
会
貢
献
で
き
る
。
先
生
方
も
使
命
感

を
持
っ
て
教
育
す
る
。
生
徒
に
も
っ
と

自
分
の
良
さ
を
発
見
し
て
も
ら
え
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
学
園
を
、
日

本
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
学
校
に
し
た

い
。
世
界
か
ら
こ
の
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
学
園
っ

て
い
う
の
は
本
当
に
す
ご
い
ね
と
。
理

想
で
す
け
ど
も
そ
う
い
う
学
校
を
作
っ

て
い
き
た
い
と
い
う
の
が
私
の
抱
負
で

す
。 

 

今
回
は
、
前
校
長
小
野
参
与
と
山
下

校
長
、
今
井
理
事
長
と
の
対
談
で
す
。 

テ
ー
マ
は…

…
 

「
こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
こ
れ
か
ら
の
抱

負
」 

 

小
野
参
与
、
４
年
間
振
り
返
っ
て
い
か
が

で
し
た
か
で
し
ょ
う
か
？ 

参
与 

こ
の
４
年
間
で
利
他
に
つ
い
て

す
ご
く
勉
強
し
て
、
宝
石
箱
の
よ
う
な

人
生
で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。 

 

山
下
校
長
、
副
校
長
と
し
て
仕
え
て
い
る

時
と
お
気
持
ち
に
変
化
は
あ
り
ま
す

か
？ 

校
長 

副
校
長
の
時
は
、
全
て
前
小
野

校
長
の
元
に
さ
せ
て
貰
っ
て
い
ま
し
た 

 

け
ど
、
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
と
い
う
こ
の
看
板
を

背
負
う
こ
と
に
な
っ
て
、
責
任
感
は
違

い
ま
す
。 

 

Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
学
園
が
５
年
目
を
迎
え
ま
し

て
、
理
事
長
が
新
校
長
に
期
待
さ
れ
る
こ

と
、
ま
た
学
園
に
期
待
さ
れ
る
こ
と
が
あ

れ
ば
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

理
事
長 

禅
林
学
園
か
ら
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
学

園
へ
の
移
行
部
分
で
、
こ
の
繋
が
り
を

大
切
に
し
、
今
ま
で
以
上
に
い
ろ
ん
な

繋
が
り
を
力
に
し
て
い
き
な
が
ら
、
次

の
ス
テ
ー
ジ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き

た
い
で
す
。 

参
与 

生
徒
数
と
い
う
の
は
学
校
の
信

頼
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
生
徒
数
を
、
も
う
１
０
０
０
名
。

だ
か
ら
四
国
で
１
番
の
通
信
制
に
ま
ず

な
っ
て
ほ
し
い
、
な
れ
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
そ
れ
を
す
ご
く
期
待
し
て
い
ま

す
。 

 

山
下
校
長
は
、
ど
の
よ
う
な
生
徒
を
育
て

て
い
き
た
い
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。 

校
長 

利
他
の
心
を
持
っ
て
社
会
と
繋

が
っ
て
い
け
る
。
ま
た
、
社
会
か
ら
期

待
さ
れ
る
人
財
を
こ
れ
か
ら
入
学
し
て

く
る
子
を
こ
の
学
校
で
教
育
を
受
け
て

磨
い
て
い
く
。
輝
け
る
よ
う
に
し
て
い

く
の
が
我
々
の
使
命
か
な
と
。
そ
れ
が

受
け
て
い
く
と
思
い
ま
す
。 
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本校：登校スタイル 
2 年 長野 慧璃座 

  

 

ǚǵἶ ǲ ǭẀȖǪǦ  

私はこの学校に入学し、いい方向へと変わってきたと思います。1 年生の頃は色々

とあり、学校に登校できない日々が続いていました。そんな私でも仲間思いの学友、

後輩思いの楽しい先輩方、生徒思いの先生、色々な人たちに会うことができました。

1 年生の前期には全然できていなかった勉強や特別活動など後期になるにつれて

徐々にでき、生徒会長に立候補するまでに成長しました。自分の力だけでは、到底

無理だったと思います。今までは自分の事だけを考えて行動し、自分が少しでも楽

になる方向へと進んでいました。 

ですが、その考えをこの学校が変えてくれました。この学校に来て、「利他の心」

というものを学びました。自分の利益よりも他人の利益を優先し、自己犠牲を払っ

てでも尽くそうという心構え、私にとってためになる心得です。 

私にとってこの学校はとても成長できる環境です。自分自身、どうやっても一人で成長するには限界があ

ることを知りました。周りの人と関わる事により、考え方や知識、それぞれを幅広く知りました。 

 今では生徒会長にまでなり、学校や生徒のために行動できる、自身がなかった昔の自分ではなく、様々 

な経験を積み、これからも成長できる環境。これから私がしたいことは自分自身の成長だけでなく、生 

徒や教師、皆が成長できる環境を作っていきたいです。 

đŚ Ľ− γ  γ  

ϹὌњ − γ %Ḏ╩˓ₔ  
γ אל% ˢ→ 

Ḏ%⁵₲+ėĮŗļ 

 ĬĕįŗļĖ%אל

Ḏ%3 21  2 14  1 21 Ľᴁ 56 įőŢļ 

ėĮķēĕĢķľēēϹὌњĽ+%אל ěđŚĚŘįŗļ' 

Ḏ%̬ě֕ēĦ ầԃěŕĲĞřįĦ ëî×őŻŦƅƃő ₲ đŚĦļ! 

ắē%אל ĪĿ Ŵ:ƢѾěđŚĽľ ϹĽṗ ĺĹĲĮĹĐ! 

ꜙēőĽĶőĕẅ įļ! 

Ḏ%ĬĕēėĿ⁵◗ĺὶŚĽě֠ἪįĲĮĽĺ  

ƙƯĶľ ŎŢĹĽ◗Ķ 7ķƛ:Ż ēĵ ĦĵĮőŢļ! 

ĬśľĢśōĶĺ%אל γҡőѝŐ ĮĞĤŢĽϹϑ ᴆγĺẇͽĨŚƃƥƵŻš 

ėĵőŘĲĮĚŘĚĹĐ!  

Ḏ%ĕŢ!ͨőĮĞĤŢẇͽĽƃƥƵŻőŘĲĮĹĐ 

ỡ%אל ỡ⁬ĽĢķľ ĹĚĹĚ ԀểĶĜĹēĠśĸ 

⁵Ľ ēķĢŜľᴳėŚŗĕĺĹĲĮĚĹ 

Ḏ%ϯĚĺ!− γĶőĬśě−ĜĮĽĚőĦśĹē! 

űƫŻĽ%אל ѕĽĢķőļ!╣− őŗĞӣ ĦĵĞśĮĦ! 

╣−ķ− ķĽїגĽӔ ě֕ēĚőĦśĹē! 

Ḏ% Ľè╣−ěŕŚůƥƫŎĮēįĚŘ − ķĽӔ ě֕ĞеħĮĽĚő(Ὶ)  

ĢśĚŘ⁮ ᴒŐŚĽĺ ĦĞĹŚĠĸ − γķĦĵ ˢ╣ ķĦĵ  

ԃōĶĺᵭסּ ĮİĺēēőĽšẙĦĵ őĲķ ēϹ̴ĺĦĵēĢĕļ! 

ĕŢ!ӣ%אל ĨŚŗ!ŎŢĹĶ ĺẙŚēēϹ̴šṥĲĵēĢĕ! 

～～～クククラララスススののの窓窓窓かかかららら～～～   
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徳武産業株式会社 様 

 宮田運輸株式会社 様 
株式会社宮田トラフィック 様 

               きずな保育園 様               株式会社ハッピーマーク 様 

              淀川加工印刷株式会社 様           オクト株式会社 様 

                株式会社ターン 様                   株式会社リブート 様 

         

税理士法人 ACE あかり事務所                花園特殊車輌株式会社 様 

                                 有限会社トレモア・プランニング 様            株式会社ユニーク 様 

 株式会社 I.S.コンサルティング 様             ホームページテック株式会社 様 

               株式会社森鋼材 様                  株式会社 zer0tech 様 

               小野シャンブル株式会社 様             四国計測工業株式会社 様 

                  株式会社メリックス 様               株式会社イング 様 

               株式会社アーストレック 様              コウマスター株式会社 様 

          株式会社泰宏産業 様                 有限会社湯浅鈑金工作所 様 

               少林寺拳法グループ 様              有限会社ゲイル 様 

        株式会社 GGP 様           株式会社藤田工業 様 

               西岡商事株式会社 様               ユニコム株式会社 様 

 株式会社グッドプランニング 様  株式会社ギフティア 様 

    株式会社小倉開発 様             中橋産業株式会社 様 

 株式会社フェイス 様  有限会社生島興業 様 

 株式会社フジタカ 様  株式会社高松ホットスタンプ 様 

 株式会社ラボ 様  株式会社阿北自動車教習所 様 

 株式会社パパベル 様  株式会社シロヤ 様 

 同和エレベータ工業株式会社 様  株式会社 喜多猿八 様 

 株式会社サンセイ 様  有限会社 井上誠耕園 様 

 千商ハウス株式会社 様  マルトク家具ベット専門店 様 

 大峰堂薬品工業株式会社 様  株式会社セントレディス 様 

 株式会社エーエス 様  株式会社永野基礎 様 

 仁尾興産株式会社 様  林田塩産株式会社 様 

 有限会社村上興業 様  株式会社クリエイト 様 

 株式会社ヤマシタ 様  株式会社三恒 様 

 ナカタ産業株式会社 様  株式会社渋谷製作所 様 

 北野工業株式会社 様  丸亀市民吹楽団 様 

 株式会社小林鉄工所 様  株式会社 エフエーエス 様 

 株式会社特機コールドサービス様  株式会社アクアス 様 

 株式会社ブランエステート 様  エムタブ株式会社様 

㈱共和商会 様    株式会社カシン 様    株式会社ダイトー 様   山下モータプール 様    

 

 

ꜘ ȳɛɶɆ̔ ʝ ( ʥֿ) 
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永田 義雄 様    久保 貴志 様     小池 由久 様  十河 孝男 様   藤本 博之 様 

石田  明 様    野澤  卓央 様    坂下 充 様   秋岡 裕子 様   松本 洋子 様   平峰 重芳 様 
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〒764-0015 香川県仲多度郡多度津町西浜１２－４４ 

TEL : 0877-32-3000  FAX: 0877-32-3236  

info@rita.ed.jp 

https://www.rita.ed.jp/ 

 

 

学校法人 利他学園 

HP 


